
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 菅原

〇絵やジェスチャーなどを使うことで、楽し
く英語の音声に慣れ親しむ児童が増え
た。
〇英語の歌やチャンツを聞いたり、英語を
用いたゲームに取り組んだりすることなど
を通して、楽しみながら英語の音声に親し
む児童が増えた。
〇英単語を話したり聞いたりする場面で
は、まずは英語を聞いて考え、わからない
ときはジェスチャーや無理せず日本語で話
すことで、英語に苦手意識をもつ児童が
減った。
◎めあてを提示する（「今日は、この言い
方を英語で言えるようにしようね」と伝え
る）ことで学習内容を意識できた。

〇ALTや担任の話す英語の音声に興味をもって
聞いたり、発音を真似て声に出したりして楽しむ
ことができる。
〇英語と一緒に、体で表現をして伝えようと工夫
ができる。
〇覚えた言葉を使って友達や担任、ALTとコミュ
ニケーションを図ろうとしている児童もいれば、そ
の場で何をしたらいいのか分からず活動に参加
していない児童もいる。
〇ALTの話す内容の大体を英語で理解し、英語
で活動を楽しむことができている。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎覚えた英語を使って、主体的に伝えられるような場面つくりを行
う。（例えば、お便りを配る枚数、給食の配膳やお替り）
②学ぶ内容
〇英語の歌やチャンツを聞いたり、絵本の読み聞かせを聞いたり、
体を動かしながら活動したりするなど、楽しみながらすすんで英語
の音声に親しめるような活動を多く取り入れる。
〇英単語が身に付くよう、単語を話したり聞いたりする場面を授業
の中で増やす。（むやみに日本語訳しない）
◎めあてと振り返りを毎時間行う。
③学びの方法
〇楽しく英語の音声に慣れ親しむために、絵や具体物、ジェス
チャーなどを使って分かりやすく提示する。

第２学年

〇基本表現に焦点を当てて発音指導する
ことで、確実に習得することができていた。
〇基本表現を活かす活動を取り入れるこ
とで、より定着が見れた。（基本表現を他
の教科の授業中にも応用できていた）
◎めあてを提示すること（流れの中でつか
ませること）で、学習内容を意識できた。
〇毎時間同じGreetingで始めることで、英
語での基本のあいさつになれることができ
ていた。

〇聞こえてきた英語に対して、ジェスチャーや歌
で表したり、日本語を交えつつ答えたりしようと
する児童が多く、意欲的に活動に取り組むこと
ができた。
〇友達と英語でコミュニケーションをとる活動で
は、ペアやクラスでのゲームを積極的に楽しむ
児童が多い。
〇絵や歌を交えながら英語に取り組むことで、
簡単な英語なら大体の内容を理解して活動でき
る児童が多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇覚えた英語を使って、主体的に伝えられるような場面づく
りを行う。
②学ぶ内容
〇発話する時間を増やし、日本語と英語の発音の違いを自
己の体験から気付かせるようにしていく。
③学びの方法
◎振り返りを十分に行う。目標達成のための小ゴールを設定
する。
〇前時に習った言い回しなどを、本時でも繰り返し扱うこと
で、前時との授業とのつながりを意識した授業を進めていく。

第３学年

○視覚教材やジェスチャーを充実させ
ることにより英語の意味理解につな
がった。
◎振り返りを行うことで、何を学習した
か意識することができるようになった。
○同じ歌や単語を繰り返し練習し評価
することで、児童に発音ができていると
いう自信をもたせ、学習への意欲に繋
げる。
〇１・２学期に慣れ親しんだ歌やチャン
ツを継続して扱ったことで、数の表し方
や質問の尋ね方・答え方を自然と習得
し、外国語でコミュニケーションをとる
際の助けとなった。

◎外国語に興味をもち、ペアやグループでの活
動に意欲的に参加している児童が多い。
〇ＡＬＴの先生と英語でコミュニケーションをとる
ことに抵抗がなく、授業時間外にも積極的に挨
拶したり、会話をしている。
〇リズムに合わせて文を言ったり、歌やチャンツ
で練習することで様々な英語に親しむことができ
た。
〇単語だけでなく文で答えることができるよう
に、フレーズでの練習も多く取り入れてきたが、
児童が自分のことを説明するときにI’ｍとＩ like
の誤用が見られる。
〇１１～２０については、歌を聞くと思い出せる
が、自分から言うことが難しい児童が複数いた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎児童が各時間や単元の目標を達成できたかという視点で
振り返りをしていく。
②学ぶ内容
〇英語を使ったコミュニケーションをさらによりよいものにして
いくため、ジェスチャーや動作等の非言語手段も用いながら
コミュニケーションの大切さを実感させるようにする。
③学びの方法
〇児童が興味をもって取り組めるような歌やチャンツを精選
していく。
〇同じ歌や単語を繰り返し練習していくことで、児童に発音
ができているという自信をもたせ、学習への意欲に繋げてい
くとともに、語彙の定着を図る。

第4学年

〇フラッシュカードを使用して視覚的に情
報を捉えさせたり、ミニゲームに取り組ん
だりすることで、学習に主体的に楽しみな
がら取り組む児童の姿が多く見られた。
〇子どもたちが外国語を身近に感じること
のできるように、ALTや担任が、英語を用
いて話して聞くことができるようにする。ま
た、児童がたくさん話す機会を設けたりし
たことで、英語に慣れ親しむ児童が増え
た。
◎めあてを焦点化することで、授業内に学
習すべき事項を児童自身が理解したうえ
で学習に臨むことができていた。

〇外国に興味をもち、外国の遊びや文化につい
て積極的に知ろうとする姿が見られた。
〇学習した単語について、よく聞くことができて
いる。
〇ＡＬＴの先生と英語でコミュニケーションをとる
ことに抵抗がなく、授業時間外にも積極的に挨
拶したり、会話をしている。
〇ゲーム形式のアクティビティについては一生
懸命取り組む姿がみられる一方で、集中が続か
ず授業からそれていってしまう児童も複数いた。
〇２語までの文章（"It's sunny."" It's Monday."
等）についてはしっかりということができるが、３
語以上（"It's Wake-up Time."等）になると部分
的に言えない児童が見られる。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎よい行動ややりとりを称賛し、めあてにそって取り組めるよ
う支援する。
②学ぶ内容
〇チャンツや歌、動画やALTとのやりとりなど、様々な手法を
用いて英語を耳から取り入れる時間を十分にとり、新しい表
現に触れたり日本語との音声やリズムの違いを感じられたり
する機会をさらに増やしていく。
〇児童が最後まで集中して取り組めるよう課題の設定を工
夫したり、短い活動を多く入れたりすようにしていく。
③学びの方法
〇３語以上の文については、歌やチャンツを通してひとまと
まりに覚えられるようにしたり、繰り返し使う機会を増やしな
がら児童が十分に慣れ親しめるようにする。

第5学年

〇意欲をもって学習に取り組める児童は
多かった。「分からない」「できない」という
児童には、個別に対応することで理解し、
意欲をもたせることができた。
〇ゴールを単元の導入で示し、スモールス
テップの学習を意識することで、見通しをも
たせ学習にのぞむことができた。
〇学習した表現を四線の書かれたノートに
書く活動を行った。それにより大文字、小
文字を正確に書ける児童が８割程度と
なった。
◎振り返りを徹底することが難しかったの
で、課題である。

◎どの学習活動に対しても意欲的に参加している。
わからないことは教師やＡＬＴに自分から質問して解
決しようとする姿が多く見られる。

◎英語でやり取りすることに抵抗がなく、積極的に英
語を使って自分の気持ちや考えを表現しようとする姿
が多く見られる。

〇やりとりでは自信をもって話すことができる児童が
多い一方で、学級全体に向けて発表することには苦
手意識をもっている児童が複数見られる。

○アルファベットの大文字小文字を見分けることはほ
とんどの児童ができているが、書くことに関しては課
題が見られる。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇振り返りを通じて、児童が自己調整を図ることができるよう
にする。
②学ぶ内容
〇アルファベットを書く時間を増やしたり、ミニテストを実施し
たりして定着できるようにしていく。
③学びの方法
◎引き続き児童が意欲的に授業に参加できるよう、課題の
設定を工夫したり、興味・関心をもたせることのできる教材や
活動を選択したりしていく。
◎外国語で話すことにさらに慣れることができるよう、学習し
た内容をもとに即興で１分間相手と話す活動を取り入れた
り、発表の際には自信をもって発表できるように練習時間を
十分に確保する。

第6学年

〇教科書の教材やALTの話などを通して、他国の文
化を知る機会をつくるようにしたが意欲につながったと
は必ずしも言えない状況だった。児童の意欲を高める
ための、より効果的な方法を考えていく必要がある。
〇１単元に１回程度、発表活動を全単元の最終活動
として取り入れた。それにより英語で表現できることの
多さ、幅の広さ、自身の成長も感じることができる児童
が多く見られた。
〇学習した表現を四線の書かれたノートに書いたりア
ルファベットのミニテストをしたりする活動を定期的に
取り入れた。それにより大文字、小文字を正確に書け
る児童が９割程度となった。
◎単元の大きなめあてを単元冒頭で示していたこと
で、毎時間のめあてと学習内容も明確に理解させ、目
的意識をもって学習に取り組ませることができた。一
方、学習の振り返りは定期的に行えず課題が残った。

〇外国語に興味をもち、学習活動に取り組むこ
とのできる児童が多い。外国語に苦手意識のあ
る児童も、まずはやってみようと取り組もうとする
姿が見られる。
〇英語と日本語の違いや、文化的な価値観の
違いなどを興味をもって知ろうとしたり、新しく
知った価値観を柔軟に受け入れようとする姿勢
が見られる。
◎教師の指示や、英語で話された音声を最後ま
で聞くことに課題が見られる。
〇文を書くときのルール（はじめは大文字、最後
はピリオド、単語と単語の間はあける等）が定着
していない児童が複数いる。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇振り返りを通じて、児童が自己調整を図ることができるよう
にする。
◎話を最後まで聞くことの意味や大切さを繰り返し伝え、他
者を意識して話を聞くことができるように支援していく。
②学ぶ内容
〇英語を通して多様な文化や価値観を学んでいくだけでな
く、その学びを通して自らが国際社会の一員であることを自
覚できるようにする。
③学びの方法
〇文を書くときのルールを再確認できるようワークシートに項
目を増やしたり、適宜テスト形式で大事な部分を確認していく
ようにする。
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